
新型コロナワクチン接種
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カ タ ロ グ
atalog P

ポ ケ ッ ト
ocket

無料アプリ

新型コロナウイルス感染新型コロナウイルス感染
症の相談窓口等は5ペー症の相談窓口等は5ペー
ジに掲載しています。ジに掲載しています。～オミクロン株対応のワクチン接種を開始します～～オミクロン株対応のワクチン接種を開始します～

《接種対象者》1、2回目接種が完了している12歳以上の人
　　　　　　　※1、2回目接種がまだの人は、2回目接種から5カ月が経過した後に、       
　　　　　　　   オミクロン株対応ワクチンを接種出来ます。

《接種までの流れ》

前回接種から5カ月が経過した人
を対象に接種券を送付しています

（※）。
接種券とは別の「予約方法のご案
内」が届き次第、接種出来ます。
※既に3、4回目の接種券が届いてい
て未接種の人は、そのまま利用出来ま
す。接種券は再度送付しません。

4回目接種から5カ月が経過した
頃を目途に接種券を送付します。

「予約方法のご案内」が届き次第、
接種出来ます。

3回目接種
完了していますか

4回目接種
完了していますか

オミクロン株対応2価
ワクチンを接種しましたか

いいえ

いいえ
（今まで対象外
であった人含む）

はい

接種完了です。

いいえ

はい

はい

宇治市政だより
［ 毎月1日・15日発行 ］
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市の人口 [令和4年 9月1日現在 ]

数 前月比

世帯数 85,231世帯 +3世帯

人
口

総数 182,661人 -141人

男性 88,227人 -54人

女性 94,434人 -87人

宇治フォト

表紙の説明

8 月下旬から 9 月下旬までに行われ
たイベントや催しなどを写真でお伝え
します。

04	�ええとこ発見うじ
05	�新型コロナワクチン接種
06　 スマートフォン体験講座
　　　　　　  市子ども読書の日

INDEX［もくじ］

受賞作品が決定
問文化スポーツ課文化係（ 20-8724）

先
生
の
お
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
文
学
が
時
代
も
言
語
も
超
え
る
も
の
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
体
感
と
し
て
伝
わって
く
る
の
で
し
た
。

　
私
の
随
筆
は
、
デ
リュー
シ
ナ
先
生
と
は
逆
に
ロ
シ
ア
文
学
に
魅
せ
ら
れ

た
人
間
が
横
浜
か
ら
ロ
シ
アへ
渡
り
、
文
学
大
学
と
い
う
と
こ
ろ
で
学
ん

だ
当
時
の
回
想
で
す
。
ト
ル
ス
ト
イ
が
好
き
で
、雪
が
好
き
で
、ロ
シ
ア
に

行って
詩
が
大
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
同
時
に
、
文
学
は
社
会
の
閉
塞
感

や
恐
ろ
し
い
戦
火
の
予
感
を
察
知
し
描
き
と
る
可
能
性
を
持
つ
も
の
で
あ

る
こ
と
も
学
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
い
ま
、
そ
の
恐
怖
を
乗
り
越
え
て

い
く
の
も
ま
た
、言
葉
の
役
割
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
遠
く
の
も
の
を
親
し
く
感
じ
ら
れ
る
言
葉
を
探
し
続
け

た
い
と
思
い
ま
す
。

作
品
紹
介
と
講
評

〈
選
考
委
員
長
　
鈴
木 

貞
美
〉

　
二
〇
〇
三
年
に
向
か
う
冬
、
二
〇
歳
の
誕
生
日
を
前
に

し
た
女
性
が
成
田
か
ら
極
寒
の
ロ
シ
ア
に
飛
び
発
っ
た
。

途
中
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
で
航
空
便

の
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
、
途
方
に
暮
れ
て
泣
い
て
い

た
。
が
、
声
を
か
け
て
く
れ
た
年
長
の
ロ
シ
ア
人
バ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
に
助
け
ら
れ
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
経
由
で
、
ペ
テ
ル
ブ

ル
ク
に
到
着
。
そ
れ
は
、
待
ち
受
け
て
い
る
多
難
を
、
み

な
幸
運
に
変
え
て
乗
り
切
っ
て
ゆ
く
彼
女
の
前
途
を
予
告
す

る
か
の
よ
う
な
旅
だ
っ
た
。

　
彼
女
の
幼
少
期
、
ロ
シ
ア
文
学
熱
は
去
っ
て
い
た
。
な

ぜ
、
ロ
シ
ア
文
学
を
、
と
尋
ね
て
も
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
読

書
と
ロ
シ
ア
語
へ
の
熱
い
思
い
し
か
答
え
は
見
い
だ
せ
な

い
。
が
、
そ
の
真
直
ぐ
な
情
熱
が
、
よ
い
友
人
た
ち
や
良

心
的
な
教
授
の
慈
し
み
を
招
き
寄
せ
、
名
門
・
国
立
ゴ
ー

リ
キ
ー
文
学
大
学
を
卒
業
。
一
方
な
ら
ぬ
努
力
も
楽
し
く

語
ら
れ
な
が
ら
、
一
九
世
紀
に
豊
か
な
実
り
を
生
ん
だ
ロ

シ
ア
文
学
が
革
命
と
そ
の
後
の
圧
政
、
戦
後
の
ス
タ
ー
リ

ン
批
判
、
ソ
連
の
崩
壊
等
、
幾
多
の
屈
折
を
重
ね
た
多
彩

な
陰
影
を
鮮
や
か
に
刻
み
出
す
。
プ
ー
チ
ン
政
権
と
ウ
ク

ラ
イ
ナ
と
の
関
係
に
至
る
ま
で
。

『夕暮れに夜明けの歌を
 文学を探しにロシアに行く』
奈
な ぐ ら

倉 有
ゆ り

里さんのノンフィクション

受
賞
の
言
葉奈

倉 

有
里

　
紫
式
部
文
学
賞
受
賞
の
お

知
ら
せ
を
い
た
だ
き
、ま
だ
信

じ
ら
れ
な
い
気
持
ち
で
い
ま

す
。
ロ
シ
ア
に
い
た
こ
ろ
、
源

氏
物
語
を
ロ
シ
ア
語
に
翻
訳
さ

れ
た
タ
チ
ヤ
ー
ナ・
ソ
コ
ロ
ワ

＝
デ
リュ
ー
シ
ナ
先
生
の
勉
強

会
に
何
度
か
お
邪
魔
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
源
氏
物

語
を
知
り
尽
く
し
た
、
知
識

と
愛
情
の
か
た
ま
り
の
よ
う
な

【著者略歴】
昭和 57 年東京都生まれ。ロ
シア文学翻訳、ロシア詩研究。
ロシア国立ゴーリキー文学大
学卒業、東京大学大学院博
士課程満期退学。博士（文学）。
著書に『アレクサンドル・ブロー
ク　詩学と生涯』（未知谷）、
訳書にミハイル・シーシキン『手
紙』（新潮社）、サーシャ・フィ
リペンコ『理不尽ゲーム』（集
英社）など。

前年に発表された女性作家による作品
のうち、全国の作家等から推薦された
58 作品の中から、選ばれました。

選
評

〈
選
考
委
員
　
竹
田 

青
嗣
〉

　
「
文
学
を
探
し
に
ロ
シ
ア
に
行
く
」と
い
う
副
題
が
示

す
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
文
学
に
熱
中
し
た
作
者
自
身
に
よ

る
ロ
シ
ア
留
学
の
体
験
記
。
30
章
か
ら
な
る
そ
れ
ぞ
れ

の
章
に
個
性
的
な
ロ
シ
ア
の
学
生
や
教
授
た
ち
が
登
場

す
る
の
だ
が
、
単
な
る
交
友
記
で
あ
る
こ
と
を
超
え

て
、
一
人
一
人
の
人
間
が
文
学
的
な
造
形
を
受
け
て
じ

つ
に
魅
力
的
に
躍
動
し
て
描
か
れ
る
。
ほ
ん
の
少
し
読

み
進
む
だ
け
で
こ
の
本
の
主
題
に
強
い
力
で
引
き
込
ま

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
人
が
、
青
年
期
に
、
文
学（
あ
る

い
は
芸
術
、
学
問
）に
強
く
ひ
か
れ
、
い
つ
か
そ
れ
が
、

取
り
替
え
の
き
か
な
い
生
の
絶
対
的
な
理
由
と
な
る
と

い
う
こ
と
の
意
味
で
あ
る
。
文
学
作
品
で
は
よ
く
見
ら

れ
る
主
題
と
も
い
え
る
が
、
こ
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

は
、
た
い
て
い
の
文
学
以
上
に
、
こ
の
主
題
を
、
読
者

の
心
に
、
し
み
る
よ
う
な
仕
方
で
深
い
陰
影
を
も
っ
て

伝
え
て
く
る
。
一
遍
の
留
学
体
験
記
だ
っ
た
は
ず
な
の

だ
が
、
い
つ
か
読
者
は
、
ま
が
い
な
く
、
優
れ
た「
文

学
」の
世
界
に
引
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い

て
驚
く
に
違
い
な
い
。

市民による作品で、新作または前年度
に刊行された文学作品および研究作品
を一般募集し、応募のあった 42 作品の
中から選ばれました。

紫式部市民文化賞
『葉の上の露』 
鳥
とりもと

本 純
じゅんぺい

平さんの短歌 連作 30 首

第
32
回 

紫
式
部
文
学
賞
・
紫

式
部
市
民
文
化
賞
贈
呈
式
及
び

紫
式
部
文
学
賞
受
賞
者
講
演
会

演
題
「
海
を
わ
た
る
文
学

－

源

氏
物
語
と
ロ
シ
ア
の
思
い
出
」

時
11
月
27
日（
日
）午
後
1
時
半
～
4
時

（
開
場
は
午
後
1
時
）　
所
文
化
セ
ン

タ
ー
小
ホ
ー
ル　
定
抽
250
人　
申「
贈

呈
式
入
場
希
望
」・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・

住
所
・
郵
便
番
号
・
電
話
番
号
を
、

10
月
27
日（
木
）ま
で（
消
印
有
効
）に
、

郵
送
か
E
メ
ー
ル
で
同
課（
〒
611
・

8
5
0
1
宇
治
琵
琶
33　

bunkasportska@
city.uji.kyoto.

jp

）へ
。

【著者略歴】
平成元年9月、城陽市生まれ。
佛教大学、滋賀大学大学院
卒業。京都府立東宇治高等
学校教諭。
平成 30 年、「塔」短歌会入会。

受賞の言葉
　北原白秋は「童は神の愛児である」などと述べ童謡運動の中心理念、

「童心」に「詩胎の発素」を見た。
　私は20歳くらいに短歌を始めて13年ほど続けてきたことになる。
学生の頃は歌が溢れるようにのびのび詠めていた。しかし、働き始め
てからは日常に忙殺され、所属の結社誌の締切に合わせて無理やり作
歌するばかり。自分で自分の歌が作意的に感じて嫌だった。
　そんな私も令和元年に父となった。それからは意識的に我が子のこ
とばかり詠み続けた。白秋と自分を同化するわけではないが、常に真
新しい目で世界と接する子どもの言動、その子どもを見る目を通して
私の日常(当然、歌)も詩的に創造されていったように思う。そして「葉
の上の露」30首ができた。
　受賞にあたり、妻、両親、祖母、短歌仲間、そして選考委員の先生方
に深く感謝申し上げます。そして何より、ありがとう〈ゆっちゃん〉。い
つまで〈ゆっちゃん〉の歌を詠むことができるだろう。嫌がるまで、いや、
嫌がってもこっそり詠み続けたい・・・

紫式部市民文化賞　奨励賞紫式部市民文化賞　ユース賞
『詩集　ちゅうぶらりん』 
今
いまむら

村 貴
き く こ

久子さんの詩集

受賞の言葉
　この度は紫式部市民文化賞奨励賞をいただき誠に有り難く
御礼申し上げます。私の未熟な作品を選んでくださったことに
心から感謝申し上げます。
　私が詩を書き始めたのは、六年ほど前でした。母が病気で要
介護となり手術と入院をきっかけに、両親二人きりの生活も難
しくなり退院と同時に宇治市の我家で同居、在宅介護の生活を
始めたのでした。介護は想像以上に過酷で残酷でした。その様
子を心配した詩人でもある友人が「言葉が救ってくれることも
ある、今の気持ちを詩にしてごらん」と誘ってくれました。そう
して毎月一度の詩の会に参加しながらまとめたのが「詩集　
ちゅうぶらりん」です。母は昨秋に亡くなり、ちょうど一周忌の
命日が奨励賞受賞の記者発表の日でした。母が「世話かけてご
めんな、これで堪忍してや」と巡り合わせてくれた気がします。
これまで私の稚拙な作品をご指導くださった詩の会の井上良
子先生ならびに同人仲間に心より感謝します。これからも日々
の暮らしを言葉でスケッチするように詩作していきたいです。

『思い思い描く、たった一つ
の青く光る一瞬の煌めきを』 
小
こ じ ま

嶋 彩
あ や か

加さんの小説

受賞の言葉
　私は紫式部が書いた源氏物語が好きで彼女のように一度だ
けでも物語を書いてみたいという結論に至り、物語を初めて書
きました。実際に書いてみるまでは素人でもある程度は出来る
のではないかと思っていました。しかし、その考えは甘く、どの
ようなジャンルや登場人物にするか、どのような技法を用いて
登場人物の心情を暗示するか、などを考えると想像以上に大変
でした。
　物語は主に主人公が中三の時と二十五歳の時、そして生まれ
変わってからの話に分かれます。中三の時はよくある話という
感じですが、残りの二つはファンタジーを取り入れた内容に
なっています。
　今回、物語を書いてみて新たな目標が出来ました。今は文章
構成の仕方や小説のジャンルなども詳しく分かりませんが、生
きるのに疲れた人達や生きる希望が無くなった人達の心に響く
物語を書きたいです。それをいち早く実現できるように日々頑
張ります。

▶ �各作品の講評等は、
市ホームページで�
確認出来ます。

参加者募集中

01 9 月12 日に市役所で、第 53
回全国中学校柔道大会におい
て男子 50 キロ級優勝の大東
飛真選手、女子 70 キロ超級 3
位の坂本四葉選手の成績報告
会を行いました。

02 8 月 26 日に開催された第 50
回全国消防救助技術大会で
は、救助隊員が集結し、日頃
の救助技術の成果を競いまし
た。市消防本部からは 2 種目
に出場し、「ロープ応用登はん」
で全国 1 位の成績を収めまし
た。

宇治市政だより
［ 毎月1日・15日発行 ］
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https://www.city.uji.kyoto.jp/site/bunkakatsudou/7130.html


ひ
き
こ
も
り
支
援
マ
ッ
プ
を
作
成
し

ま
し
た

問
相
談
ル
ー
ム　
あ
ん
ど
・
ゆ
ー（

25
・

2
7
8
1
）

　
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
関
連
す
る
活
動
を

実
施
し
て
い
る
団
体
や
関
係
機
関
等
が
、

「
ど
こ
で
」「
ど
ん
な
」支
援
を
行
っ
て
い
る
か

が
一
目
で
分
か
る
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し

た
。
同
ル
ー
ム（
総
合
福
祉

会
館
内
）、
公
共
施
設
に
配

架
す
る
他
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
確
認
出
来
ま
す
。

▲ホームページ

市
民
講
演
会 

「
ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
考
え
る

家
族
は
、
何
が
で
き
る
か
」

～
不
登
校
、
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
の

　
気
持
ち
と
は
～

時
11
月
19
日（
土
）午
後
2
時
～
4
時
半　

所
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　
定
先
100
人　
講

岡
田
洋
之
さ
ん（
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
ト
ス

ペ
ー
ス 

ゆ
ま
ほ
ほ 

代
表
）　
申
10
月
17
日

（
月
）～
11
月
11
日（
金
）に
、
電
話
・
フ
ァ
ク

ス
・
E
メ
ー
ル
で
、
相
談
ル
ー
ム　

あ
ん

ど
・
ゆ
ー（

25
・
2
7
8
1　

FAX
38
・

5
0
5
8　

andyou@
eos.ocn.

ne.jp

）へ
。

# 5 このコーナーでは、宇治に縁のある人・団体等の一所懸命を紹介します。
みんなで宇治をもっと素敵な街に！　
問◎コーナーについて…秘書広報課（ 20-8704）
　◎事業について…長寿生きがい課（ 22-3141〈代表〉内線 2348）

◦�後遺症に関すること
■きょうと新型コロナ後遺症相談ダイヤル
　 075-414-5338　《受付時間》365 日 24 時間

◆ ワクチンに関する問い合わせ
◦�市新型コロナワクチン接種コールセンター�  

0570-085-567（聴覚障害等で電話での問い合わせが困難な
場合は、 FAX 39-9418　 corona@city.uji.kyoto.jp） 
《受付時間》午前 9 時～午後 5 時（土・日曜日、祝日を除く）　《相
談内容》ワクチン接種の予約に関することや接種券の紛失等 
※メールやファクスでの問い合わせは、時間差が生じる可能性
があります。

◆ 発熱等の症状のある人の相談
まずかかりつけ医に電話相談してください。かかりつけ医

を持たない場合や休日・夜間は、きょうと新型コロナ医療相
談センターに相談してください。
◦�きょうと新型コロナ医療相談センター�  

075-414-5487　 FAX 075-414-5990　 
coronasoudan@pref. kyoto.lg.jp

　《受付時間》365 日 24 時間�  
　※メールやファクスでの問い合わせは、時間差が生じる可
　能性があります。

　本誌「広報うじ」に掲載している情報は9月29日時点の情報です。最新の情報は、市ホームページで確認してください。

オミクロン株対応の新型コロナワクチン接種を開始しますオミクロン株対応の新型コロナワクチン接種を開始します
問市新型コロナワクチン接種コールセンター（ 0570-085-567〈平日の午前 9 時～午後 5 時〉）

住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金の申請はお済みですか？
問市臨時特別給付金専用コールセンター（ 0120-238-778〈平日の午前 9 時～午後 5 時〉）

下記の内容は 7月から給付を開始している 10万円給付に関するものです。
新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、住民税非課税世帯等に対して、臨時特別給付金を支給しています。4 年度住民税均等割
が非課税の世帯の人の申請締切りは、10 月 31日（月）です（当日消印有効）。申請漏れがないよう、ご注意ください。
※対象と見込まれる世帯には、市から既に『確認書』または『申請書』を送付しています。
《支給額》1 世帯あたり 10 万円
《支給時期》市が確認書または申請書を受理した日から約１カ月後（予定）
《支給対象外》・住民税が課税されている人の扶養親族等のみで構成される世帯

例） 親（住民税課税）に扶養されている学生単身世帯（住民税非課税）
子（住民税課税）に扶養されている親世帯（住民税非課税）など

・３年度非課税世帯分、家計急変分のいずれかの給付金を既に受取っている世帯
《申請先》〒 611-8790　宇治琵琶 33 番地　宇治市役所　地域福祉課　臨時特別給付金担当

※市から送付する確認書または申請書に切手不要の返信用封筒を同封しています。
　市役所内の相談窓口でも申請を受け付けします。

新型コロナウイルス感染症の相談窓口 ※各種支援策をまとめた「しおり」を窓口等で配布。ホームページから印刷も出来ます。

●対象者
　1、2 回目の新型コロナワクチン接種が完了した 12 歳以上の人
　※ 3、4 回目接種が完了した人も対象です。
　※ 2 回目接種を完了していない人は対象外です。 多世代でつながる地域密着の居場所多世代でつながる地域密着の居場所

－『おぐらばんごはん会』で孤食をなくす－

　近年、子どもの孤食、単身高齢者等が増加していることから、温かい食事の提供だけでなく、皆で楽しく食事をする場や、
参加者が地域の中でつながれる場を作るために『おぐらばんごはん会』が結成されました。子どもは片付けを手伝ったり、
遊んだり、大人はおしゃべりをするなど、子どもから高齢者まで、自分らしく過ごせる居場所となっています。
時毎月第 1 水曜日、午後 6 時半～ 8 時　所西小倉地域コミュニティセンター　￥◎大人＝ 300 円　◎子ども＝ 100 円

代表　山田　純子さん

地域の人からの手料理
の差し入れもたくさん！

地域の方々の手作りの食事をいただきながら、参加者と交流した後、「おぐらばん
ごはん会」の方々、生活支援コーディネーターと取り組みを始められたきっかけ、
これからの夢などについて意見交換をしました。

　お子さんから高齢の方まで幅広い年代の方々が食事を楽しんでおられ、賑やか
で和やかな雰囲気で、まるで一つの大家族のようでした。
　活動を始めたきっかけや運営にあたっての思い、今後の夢や展望など、様々なこ
とを伺う中で、皆さんから「人が好き」「小倉が好き」という強い想いが、その原動力
だと思いました。
　そしてなにより運営している方々が楽しんで活動されており、地域の人を支え
ているのではなく地域全体で支えあっていると感じました。
　子どもから大人まで、お互いがお互いを思いやって、笑いあえるようなまちづく
りが宇治全体に広がればと思います。

宇治市長　松
まつむら

村　淳
あ つ こ

子

生活支援コーディネーター

『おぐらばんごはん会」のような地域食堂は、全国で広がっ
ており、多世代の交流の場、高齢者の生きがいづくりの場
にもなっています。私たちは、このような取り組みを応援
しています。

●接種間隔
　前回接種（3、4 回目含む）より 5 カ月
　※今後、接種間隔については短縮される
　　方向で検討されています。

●接種券の送付
　4 年 5 月 23 日までに 3 回目接種が終了し、これまで 4 回目接種の対象外だった 12 歳以上の人＝ 10 月 7 日に送付済み
　※以降、前回接種から 5 カ月が経過する頃を目途に順次送付します（次回接種が 3、5 回目に当たる人も含む）。
　※既に 3、4 回目の接種券が届いていて未接種の人は、お持ちの接種券でオミクロン株対応ワクチンを接種出来ます。
　　既に接種券を送付している人には、再度接種券を送付しません。

●「予約方法のご案内」の送付
　市では接種券とは別に、「予約方法のご案内」を対象者全員に年齢の高い人から順に送付します。「予約方法のご案内」が届い
た人から予約が出来ます。
　年内に全ての希望者が接種出来る体制を確保していますが、接種対象者が多く、円滑な接種を行うため、順番に「予約方法のご
案内」を送付しますので、届くまでお待ちください。
　なお、府・国が設置する大規模接種会場や、職域で接種する場合はこの限りではありません。接種先のルールに従って予約して
ください。

●接種券の再発行
　既に送付した接種券を紛失した場合、再発行の手続きが必要です。今後送付する「予約方法のご案内」に、再
発行の申請書を同封しますので、同封の返信用封筒にて郵送で提出してください（電話での受け付け不可）。申請
後、2 週間程度で接種券を送付します。
　なお、府・国が設置する大規模接種会場や、職域で接種を検討され、早期に接種券が必要な場合は、市ホームペー
ジから再発行の申請書を印刷して申請するか、市新型コロナワクチン接種コールセンターに相談してください。 ▲詳しくはこちら

「おかえりぃ～」「ただいまぁ～」を合言葉に、その場に居
るみんながごはんを食べたり、自然とおしゃべりしたり、
お片付けも子どもも大人もみんな一緒に！
赤ちゃんからおじいちゃん・おばあちゃんまで笑顔がつな
がる居場所を小倉から発信していきます。皆さま、どうぞ
ごはんを食べに来てくださいね！

「電力・ガス・食料品等価
格高騰緊急支援給付金」と
しての5万円給付に関する
情報は、内容が決まり次第、
改めてお知らせします。
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https://www.city.uji.kyoto.jp/soshiki/70/56208.html
mailto:andyou@eos.ocn.ne.jp
https://www.city.uji.kyoto.jp/site/corona/57249.html
mailto:coronasoudan@pref.kyoto.lg.jp
mailto:corona@city.uji.kyoto.jp
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報
B
O
X

今
後
の
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
の
情
報
を
お
届
け
し

ま
す
。

　
開
催
状
況
は
、
各
記
事
に
掲
載
の
問
い
合

わ
せ
先
に
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
参
加
す

る
場
合
は
、
体
温
測
定
等
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

や
マ
ス
ク
着
用
等
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
ど
も

キ
ン
ダ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
市
立
幼
稚
園
の
園
児
が
集
い
、
運
動
や
リ
ズ

ム
遊
び
等
に
取
り
組

み
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
す
。

時
11
月
1
日（
火
）午
前

9
時
半
～
正
午　
所
黄

檗
体
育
館　
問
市
立
幼

稚
園
ま
た
は
学
校
教
育

課 お
詫
び
と
訂
正

　
市
政
だ
よ
り
9
月
15
日
号
に
掲
載
し
ま
し

た
内
容
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

問
総
務
課
文
書
法
務
係

◎
13
ペ
ー
ジ

●
審
議
会
等
の
会
議
の
公
開
状
況

　
「
32
の
審
議
会
等
の
会
議
の
公
開
件
数
」

　
《
正
》81
回

　
《
誤
》85
回

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
・
パ
ー
プ
ル
リ
ボ

ン
セ
ミ
ナ
ー

　
身
近
な
人
か
ら
の
暴
力
と
児
童
虐
待
予
防
を

テ
ー
マ
に
会
場
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
し
ま
す
。

時
11
月
8
日（
火
）午
後
2
時
～
4
時　
所
市
役

所
8
階
大
会
議
室　
定
抽
◎
会
場
＝
40
人
◎
オ

ン
ラ
イ
ン
＝
60
人　

講
津
崎
哲
郎
さ
ん

（
N
P
O
法
人
児
童
虐
待
防
止
協
会
理
事
長
）　

他
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
の
場
合
、
パ
ソ
コ

ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接

続
出
来
る
環
境
が
必
要
。　
申
氏
名
・
住
所
・

電
話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・
参
加
方
法

（
会
場
か
オ
ン
ラ
イ
ン
）を
、
10
月
31
日（
月
）ま

で（
消
印
有
効
）に
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ

メ
ー
ル
で
、
こ
ど
も
福
祉
課（
FAX
21
・

0
4
0
8　

kodom
ofukushika@

city.
uji.kyoto.jp

）へ
。
申
込
用
紙
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
出
来
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
参
加
の
申
込
者
に
は
、
同
セ
ミ
ナ
ー
の

U
R
L
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

健
康
・
福
祉

介
護
知
識
・
技
術
習
得
教
室
参
加
者

募
集

正
し
く
知
ろ
う「
食
べ
る
こ
と
」「
飲
み
込

む
こ
と
」～
立
ち
話
で
嚥
下
の
相
談
が
で

き
る
地
域
を
目
指
し
て
～

　
要
介
護
者
と
家
族
が
共
に
安
心
し
て
在
宅
生

活
を
継
続
出
来
る
よ
う
、
摂
食
嚥
下（
食
べ
る
）

に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
、
摂
食
嚥
下
障
害
に
つ

い
て
、
食
事
準
備
や
栄
養
摂
取
の
工
夫
な
ど
を

紹
介
し
ま
す
。

時
12
月
9
日（
金
）午
後
1
時
～
3
時　
所
産
業

会
館　
対
介
護
保
険
で
要
支
援
１
以
上
の
認
定

を
受
け
て
い
る
市
民
を
介
護
し
て
い
る
家
族
等　

定
先
20
人　
講
髙
橋
守
正
さ
ん（
京
都
岡
本
記

念
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
医
師
）※
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
登
壇　
申
参
加
者
氏
名
・
住

所
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
、
要
介
護
者
と
の

続
柄
、
要
介
護
者
の
氏
名
・
住
所（
参
加
者
と

異
な
る
場
合
）・
生
年
月
日
・
要
介
護
度
を
、

10
月
17
日（
月
）～
11
月
24
日（
木
）（
必
着
）に
、

郵
送
・
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル（
件
名

に
講
座
名
記
入
）か
長
寿
生
き
が
い
課
窓
口（
FAX

21
・
0
4
0
6　

kyositu

-oubo@
city.

uji.kyoto.jp

）へ
。
参
加
決
定
者
に
は
12
月

上
旬
に
参
加
決
定
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
交
流
企

画
～
宇
治
茶
ア
ロ
マ
に
癒
さ
れ
て
～

　
在
宅
で
要
介
護
者
等
を
介
護
し
て
い
る
家
族

等
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
互
い
の
交
流
を
深
め
る

た
め
に
実
施
し
ま
す
。
忙
し
さ
と
手
荒
れ
が
気

に
な
る
季
節
に
、
ひ
と
と
き
癒
し
の
時
間
を
過

ご
し
ま
せ
ん
か
。

時
12
月
12
日（
月
）午
前
10
時
半
～
午
後
2
時
半

（
受
け
付
け
は
午
前
10
時
～
）　
所
お
茶
と
宇
治

の
ま
ち
交
流
館（
茶
づ
な
）　
対
介
護
保
険
法
で

要
介
護
認
定
・
要
支
援
認
定
を
受
け
た
人（
要

介
護
者
等
）を
在
宅
で
介
護
す
る
市
民（
要
介
護

者
等
が
入
所
・
入
院
中
の
場
合
は
対
象
外
）　

定
抽
30
人　
内
茶
の
実
オ
イ
ル
を
使
っ
た
ハ
ン

ド
ク
リ
ー
ム
づ
く
り
体
験
、
参
加
者
の
交
流　

持
飲
み
物　
申
参
加
者
名（
介
護
者
名
）・
住

所
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
要
介
護
者
と
の

続
柄
、
要
介
護
者
等
の
氏
名
・
住
所（
参
加
者

と
異
な
る
場
合
）・
生
年
月
日
・
要
介
護
度
、

介
護
保
険
被
保
険
者
証（
写
し
、
要
介
護
者
が

市
外
在
住
の
場
合
）を
、
10
月
17
日（
月
）～
11

月
18
日（
金
）（
必
着
）に
、
郵
送
・
電
話
・
フ
ァ

ク
ス
か
社
会
福
祉
協
議
会
窓
口（
〒
611
・

0
0
2
1
宇
治
琵
琶
45　

22
・
5
6
5
0　

FAX
22
・
5
6
5
4
）へ
。

宇
治
源げ

ん
き
び
と

輝
人
講
座

　
い
つ
ま
で
も
元
気
は
つ
ら
つ
と
輝
く
人
生
を

送
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
学
び
ま
す
。

会場会場 日時・内容日時・内容

西小倉地域
福祉センター

11月8日（火）午後1時半～ 3時半
◎講義「超高齢社会を元気に生きるヒント～アク
ティブなシニアライフを共に考えてみませんか」
◎グループディスカッション
11月22日（火）午後1時半～ 3時半
◎講義「楽しくボランティア活動をするために」

市役所8階
大会議室

11月9日（水）午前10時～正午
◎講義「超高齢社会を元気に生きるヒント～アク
ティブなシニアライフを共に考えてみませんか」
◎グループディスカッション
11月16日（水）午前10時～正午
◎講義「楽しくボランティア活動をするために」

対
市
内
在
住
で
全
回
に
参
加
出
来
る
人　
定
先

24
人　
申
10
月
17
日（
月
）～
11
月
1
日（
火
）

に
、
電
話
も
し
く
は
、
参
加
申
込
書
を
フ
ァ
ク

ス
で
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
公
社（

28
・

3
1
5
4　
FAX
28
・
3
1
9
0
）へ
。
参
加
申

込
書
は
公
共
施
設
等
で
配
架
し
て
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
推
進
課
の
無
料
講
座

《
共
通
》申
講
座
名
・
希
望
日（
②
の
み
）・
氏

名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
・
年
齢
、

①
③
で
保
育（
月
齢
5
カ
月
以
上
）希
望
者
は
子

の
氏
名
・
受
講
時
の
月
齢
を
、
10
月
17
日（
月
）

～
28
日（
金
）（
必
着
）に
、
郵
送
・
E
メ
ー
ル

（
件
名
に
講
座
名
）か
同
課
窓
口（

kenkou

-

oubo@
city.uji.kyoto.jp

）へ
。
最
少
催
行

人
数
に
満
た
な
い
場
合
は
中
止
。

①
か
ら
だ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
講
座

　
～
筋
ト
レ
編
～

時
11
月
15
日（
火
）午
前
9
時
45
分
～
11
時
15
分　

所
う
じ
安
心
館　
対
医
師

か
ら
運
動
制
限
の
指
示
を

受
け
て
い
な
い
20
～
64
歳

の
市
民　

定
抽
15
人　

内

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
話
、
運
動
実
技　

他
保
育
あ
り（
定
員
あ
り
）

②
プ
ロ
か
ら
学
ぶ
65
か
ら
の
本
格
筋
ト
レ

　
～
基
礎
編
～

時
所
◎
11
月
21
日（
月
）＝
広
野
公
民
館
◎
11
月

29
日（
火
）＝
小
倉
公
民
館
◎
11
月
30
日（
水
）＝

木
幡
公
民
館
。
い
ず
れ
も
午
後
1
時
45
分
～
3

時
15
分　
対
医
師
か
ら
運
動
制
限
の
指
示
を
受

け
て
い
な
い
65
歳
以
上
の
市
民
※
疾
患
等
に
よ

り
治
療
中
の
人
は
、
医
師
に
相
談
の
上
、
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。　
定
抽
15
人　
内
ロ
コ
モ

テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
話
、
運
動
実
技

③
時
短
！
カ
ン
タ
ン
！

　
適
塩
ワ
ン
プ
レ
ー
ト
講
座

時
11
月
24
日（
木
）午
前
10
時
～
正
午　
所
う
じ

安
心
館　
対
20
～
64
歳
の
市
民　
定
抽
15
人　

内
自
分
に
合
う
塩
分
量
の
話
、
ワ
ン
プ
レ
ー
ト

適
塩
食
の
試
食　
他
保
育
あ
り（
定
員
あ
り
）

宇治市役所 22-3141（代表）　 FAX 20-8779　〒611-8501（宇治琵琶33） ※誌面上の本市の市外局番（0774）の表記は省略しています。
■気象警報発表時などには、掲載している催しが急きょ中止になる場合があります。 ■各催しの会場への来場には、公共交通機関をご利用ください。
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ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
な
い
人
、

持
っ
て
い
る
が
使
い
始
め
て
間
も
な
い
人
向
け

の
講
座
で
す
。

図
書
館
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
体
験
体
験

講
座
講
座

時
所
①
11
月
11
日（
金
）＝
中
央
図
書
館
②
11
月

30
日（
水
）＝
東
宇
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
。
い
ず
れ
も
午
後
1
時
半
～
3
時
半　
対

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　
定
先
各
10
人　

持
筆
記
用
具　
申
①
10
月
18
日（
火
）②
11
月
2

日（
水
）い
ず
れ
も
午
前
9
時
か
ら
、
電
話
か
各

館
窓
口（

①
39
・
9
2
5
6
②
39
・

9
1
8
2
）へ
。

シ
ニ
ア
向
け

シ
ニ
ア
向
け
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン 

体
験
講
座

時
12
月
20
日（
火
）◎
午
前
10
時
～
11
時
半
◎
午

後
1
時
半
～
3
時　
所
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
シ
ニ
ア　
定
抽

各
10
人　
持
筆
記
用
具　
申
希
望
時
間
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
住
所
・
電
話
番
号
を
、
10
月
30

日（
日
）ま
で
に
、
電
話
・

フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル

で
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（

39
・
9
5
0
0　

FAX

39
・
9
5
0
1　

sho
gaigakushu@

city.uji.kyoto.jp

）へ
。

人
に
優
し
いデ

ジ
タ
ル
社
会
に
向
け
て

　
読
書
活
動
は
、
子
ど
も
の
豊
か
な
成
長
に
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
市
で
は
、
１１
月
１
日
を「
市
子
ど

も
読
書
の
日
」と
定
め
、こ
の
日
を
中
心
に
子
ど

も
の
読
書
活
動
を
推
進
す
る
取
り
組
み
を
重
点

的
に
行って
い
ま
す
。

中
央
図
書
館

問
同
館（

39
・
9
2
5
6
）

	●�

ぬ
い
ぐ
る
み
の
お
泊
ま
り
会

　
お
気
に
入
り
の
ぬ
い
ぐ
る
み
と
一
緒
に
お
は

な
し
会
を
楽
し
ん
だ
後
、
ぬ
い
ぐ
る
み
が
図

書
館
に
お
泊
ま
り
し
ま
す
。
夜
の
図
書
館
で

読
書
を
楽
し
む
ぬ
い
ぐ
る
み
の
写
真
を
お
迎

え
時
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

時
10
月
30
日（
日
）午
前
10
時
半
～
11
時　
対

幼
児
～
小
学
校
低
学
年
と
保
護
者　
定
先
8

組（
ぬ
い
ぐ
る
み
は
１
人
1
つ
ま
で
）　
申
10

月
18
日（
火
）か
ら
、
電
話
か
同
館
窓
口
へ

（
本
人
ま
た
は
家
族
の
貸
出
券
が
必
要
）。

	●
図
書
展
示「
宇
治
市
図
書
館
の
お
せ
っ

　
か
い
フ
ェ
ア『
中
高
生
は
コ
レ
！

　
2
0
2
2
』」

　
「
面
白
い
」「
読
み
や
す
い
」本
に
、
図
書
館

職
員
が
書
い
た
ポ
ッ
プ
を
付
け
て
楽
し
く
展

示
し
ま
す
。
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
も
配
布
し
ま
す
。

時
11
月
1
日（
火
）～
20
日（
日
）　
《
休
館
日
》

11
月
4
日（
金
）・
7
日（
月
）・
14
日（
月
）

	●
古
典
の
お
は
な
し
会

　
11
月
1
日
の「
古
典
の
日
」に
ち
な
み
、
日

本
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
昔
話
や
民
話
の
読
み

聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

時
11
月
6
日（
日
）午
後
３
時
半
～
４
時　
対

幼
児
～
小
学
生　
定
先
10
人

東
宇
治
図
書
館

問
同
館（

39
・
9
1
8
2
）

	●�

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

　
お
は
な
し
た
ま
て
ば
こ
に
よ
る
素
話
や
、
大

学
生
に
よ
る
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
等
を
行
い
ま
す
。

時
11
月
12
日（
土
）午
後
2
時
～
2
時
45
分　
対

幼
児
～
小
学
校
低
学
年　

西
宇
治
図
書
館

問
同
館（

39
・
9
2
2
6
）

	●�

し
～
！
し
ず
か
に
！
で
も
楽
し
も
う
♪

「
西
宇
治
図
書
館
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
」

　
図
書
館
や
本
に
ま
つ
わ
る
ク
イ
ズ
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
、
全
問
答
え
た
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
進

呈
し
ま
す
。

時
10
月
28
日（
金
）～
11
月
20
日（
日
）（
休
館
日
を
除

く
）午
前
9
時
～
午
後
5
時　
対
幼
児
～
小
学
生

各
図
書
館

	●
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
配
布

　
家
庭
で
の
読
み
聞
か
せ
を
支
援
す
る
た
め
に
、
3

～
5
歳
児
向
け
の
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
配
布
し
ま
す
。

対
未
就
学
児（
3
歳
～
）と
保
護
者

ア
ク
ト
パ
ル
宇
治

問
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
委
員
会
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
内
）（

20
・
8
7
5
8
）

	●
出
張
お
は
な
し
会

　「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
た
の
し
も
う
！
」イ
ベ
ン
ト
内

で
、「
お
は
な
し
大
好
き
！
お
は
な
し
隊

U
J
I
」に
よ
る
出
張
お
は
な
し
会
を
行
い
ま
す
。

時
10
月
30
日（
日
）◎
午
前
11
時
～
◎
午
後
2
時
～

対
幼
児
～
小
学
生

市
子
ど
も
読
書
の
日

～
本
の
中 

あ
ふ
れ
る
夢
は 

星
の
数
～11月 1日

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費 

生
活・求
人

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
　
談

高
齢
者

こ
ど
も

こ
ど
も

健
康・福
祉
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生
涯
学
習・ス
ポ
ー
ツ

中
央
公
民
館

問
同
館（

39
・
9
2
5
8
）

	●
子
ど
も
の
遊
び
場「
折
り
紙
遊
び
」

時
11
月
12
日（
土
）◎
午
前
10
時
～
◎
午
前
11
時

～　
対
幼
児
～
小
学
生（
小
学
校
低
学
年
以
下

は
保
護
者
要
同
伴
）　
定
先
各
12
人　
講
あ
ひ

る
会
の
皆
さ
ん　
申
10
月
18
日（
火
）午
前
10
時

～
11
月
11
日（
金
）に
、
電
話
か
同
館
窓
口
へ
。

	●
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

時
12
月
3
日（
土
）午
後
1
時
～
3
時
半（
開
場

は
午
後
0
時
半
）　
所
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー

ル　
定
先
400
人　
《
出
演
団
体
》と
ら
ご
ろ
う
、

お
は
な
し
や
さ
ん
、
こ
ま
ぜ
ご
は
ん
、
さ
く
ら

ん
ぼ
、
ラ
デ
ィ
シ
ュ
の
皆
さ
ん　
申
10
月
18
日

（
火
）か
ら
、
同
館
で
整
理
券
を
配
布

木
幡
公
民
館

問
同
館（

３９
・
９
１
９
３
）

	●�

こ
は
た
大
発
見
事
業

「
松
殿
山
荘
と
高
谷
宗
範
ー
知
ら
れ
ざ

る
木
幡
の
近
代
文
化
財
」

　
松
殿
山
荘
の
空
間
の
特
徴
や
意
義
、
設
計
者

で
あ
る
高
谷
宗
範
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

時
11
月
1
日（
火
）午
前
10
時
～
正
午　
定
先
60

人　
講
町
田
香
さ
ん（
京
都
芸
術
大
学
大
学
院

准
教
授
）　
持
筆
記
用
具　
申
10
月
17
日（
月
）

午
前
9
時
か
ら
、
電
話
か
同
館
窓
口
へ
。

小
倉
公
民
館

問
同
館（

３９
・
９２

７
４
）

	●
お
茶
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
づ
く
り

時
講
◎
11
月
7
日（
月
）、
う
じ
食
育
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
こ
ん
ぺ
い
と
う
の
皆
さ
ん
◎
11
月
14
日

（
月
）、
若
葉
の
会
の
皆
さ
ん
。
い
ず
れ
も
午
前

10
時
～
正
午　
対
市
内
在
住
・
在
勤
の
人　
定

先
12
人　
￥
２００
円　
申
10
月
17
日（
月
）か
ら
、

電
話
か
同
館
窓
口
へ
。

	●
小
倉
公
民
館
サ
ー
ク
ル
発
表
会

時
内
◎
10
月
22
日（
土
）午
前
10
時
～
午
後
4
時

＝
作
品
展
示
◎
23
日（
日
）午
前
10
時
～
午
後
3

時
＝
作
品
展
示
・
サ
ー
ク
ル
の
舞
台
発
表　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
611
・
0
0
2
1
宇
治
琵
琶
45
‐
14

39
・
9
5
0
0
FAX
39
・
9
5
0
1

shogaigakushu@
city.uji.kyoto.jp

	●�
う
じ
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
事
業

市
民
企
画
を
募
集

　
豊
か
な
暮
ら
し
の
創
造
や
、
新
し
い
地
域
づ

く
り
に
結
び
つ
く
事
業
、
広
く
市
民
に
開
か
れ

た
独
創
性
の
あ
る
テ
ー
マ
を
持
つ
事
業
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

対
過
去
に
５
回
以
上
本
事
業
の
採
択
を
受
け
て

お
ら
ず（
令
和
2
年
度
中
止
分
は
除
く
）、
構
成

員
の
半
数
以
上
が
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

団
体
ま
た
は
個
人　
《
実
施
期
間
》5
年
5
月
１

日（
月
）～
6
年
３
月
8
日（
金
）　
《
募
集
数
》お

お
む
ね
8
事
業
以
内　
《
対
象
事
業
》講
座
・
講

演
会
・
実
習
・
イ
ベ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

等（
営
利
・
宗
教
・
政
治
活
動
に
関
わ
る
も
の
、

5
年
度
に
市
か
ら
別
に
助
成
を
受
け
る
事
業

〈
連
続
す
る
事
業
の
一
部
が
助
成
対
象
の
場
合

も
含
む
〉は
除
く
。
材
料
費
等
の
実
費
分
を
参

加
費
と
し
て
徴
収
可
）　
《
支
援
内
容
》会
場
備

品
の
提
供
、
広
報
協
力
、
実
施
方
法
に
つ
い
て

の
相
談
・
助
言 

等　
《
選
考
》ヒ
ア
リ
ン
グ（
１２

	●
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
キ
ル
を
防
災
に
生
か
す

　
ア
ウ
ト
ド
ア
流
の
防
災
・

減
災
の
実
践
を
学
び
ま
す
。

時
11
月
9
日（
水
）午
前
10
時

～
正
午　
定
先
30
人　
講
あ
ん
ど
う
り
す
さ
ん

（
ア
ウ
ト
ド
ア
防
災
ガ
イ
ド
）　
他
保
育
あ
り

（
2
歳
～
未
就
学
児
）　
申
10
月
17
日（
月
）午
前

9
時
～
31
日（
月
）に
、
電
話
か
同
セ
ン
タ
ー
窓

口
へ
。

	●�

家
庭
で
で
き
る
ヘ
ア
カ
ッ
ト
講
座

～
バ
リ
カ
ン
編
～

　
バ
リ
カ
ン
を
使
っ
た
シ
ョ
ー
ト
ヘ
ア
カ
ッ
ト

の
体
験
会
を
行
い
ま
す
。

時
12
月
1
日（
木
）午
前
10
時
～
11
時
半　
定
抽

15
人　
講
Ｃ
Ｈ
北
山
ヘ
ア
カ
ッ
ト
研
修
会
の
皆
さ

ん　
￥
1
5
0
0
円　
持
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用

具
、
バ
リ
カ
ン（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）　
他
保
育

あ
り　
申
講
座
名
・
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
、

月
６
日〈
火
〉ま
た
は
１2
日〈
月
〉）の
う
え
、
審

査
会
に
て
選
考
し
、
１
月
下
旬
に
決
定　
申
所

定
の
申
込
書
を
、
10
月
17
日（
月
）～
11
月
10
日

（
木
）（
消
印
有
効
）に
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
E

メ
ー
ル
か
同
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
。

	●�

ミ
ニ
講
習
会「
４
つ
の
テ
ー
マ
で

可
愛
い
、
き
れ
い
な
作
品
づ
く
り
」

時
内
11
月
2
日（
水
）①
午
前
１０
時
～
１１
時
、
午

前
11
時
～
正
午
＝
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
で
干
支
の
う

さ
ぎ
②
午
前
10
時
～
正
午
＝
き
れ
い
な
布
で

ネ
ッ
ク
レ
ス
③
午
後
1
時
～
2
時
、
午
後
2
時

～
3
時
＝
押
絵
で
干
支
の
う
さ
ぎ
④
午
後
1
時

～
2
時
、
午
後
2
時
～
3
時
＝
水
引
で
ス
ト

ラ
ッ
プ　
定
先
①
～
③
各
5
人
④
各
10
人　
講

新
日
本
婦
人
の
会
宇
治
支
部
の
皆
さ
ん　
￥
①

400
円
②
③
200
円
④
無
料　
申
10
月
17
日（
月
）午

前
9
時
～
28
日（
金
）に
、
電
話
か
同
セ
ン
タ
ー

窓
口
へ
。

	●
健
や
か
か
ら
だ
講
座

　
自
分
で
行
う
正
し
い
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

方
法
や
生
活
習
慣
病
を
改
善
す
る
気
功
法
を
学

び
、
健
や
か
で
元
気
な
か
ら
だ
づ
く
り
を
始
め

ま
し
ょ
う
！

時
10
月
25
日（
火
）午
前
10
時
～
正
午　
定
先
15

人　
内
股
関
節
体
操
、
動
的
バ
ラ
ン
ス
測
定　

講
華
学
和
博
さ
ん（
健
康
運
動
指
導
士
）　
持
お

茶
、
タ
オ
ル　
申
10
月
17
日（
月
）午
前
9
時
か

ら
、
電
話
で
、
同
館
へ
。

	●�

男
性
の
た
め
の
料
理
教
室（
実
習
・
実
食

な
し
）～
こ
れ
か
ら
の
男
の
生
き
方
～

時
11
月
8
日（
火
）午
前
10
時
半
～
正
午　
対
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
男
性　
定
抽
5
人　
内
海

老
、
帆
立
貝
、
サ
ー
モ
ン
の
サ
ク
サ
ク
フ
ラ
イ　

講
松
野
陽
さ
ん（
大
阪
成
蹊
短
期
大
学
教
授
）　
持

マ
ス
ク
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん　
申
講

座
名
・
氏
名
・
住
所
・
電
話（
フ
ァ
ク
ス
）番
号
を
、

10
月
27
日（
木
）ま
で（
必
着
）に
、
郵
送
・
フ
ァ
ク

ス
・
E
メ
ー
ル
か
同
館
窓
口（
〒
611
・
0
0
0
2

木
幡
河
原
3
‐
12　

FAX
39
・
9
2
0
0　

jinkenkeihatsu@
city.uji.kyoto.jp

）へ
。 

	●�

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座

～
怒
っ
た
っ
て
い
い
ん
だ
よ
～

　
「
上
手
に
怒
れ
る
よ
う
に
な
る
」を
テ
ー
マ

に
、
怒
り
と
い
う
感
情
と
の
付
き
合
い
方
を
学

び
ま
し
ょ
う
。

時
11
月
18
日（
金
）午
前
10
時
～
正
午　
定
先
30

人　
講
尾
崎
沙
千
さ
ん（
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
）　

持
筆
記
用
具　

申
10
月
17
日（
月
）午
前
9
時
か
ら
、
電
話
で
、

同
館
へ
。

文
化
・
芸
術
・
歴
史

庵
寺
山
古
墳
秋
の
一
般
公
開

　
市
指
定
史
跡
の
庵
寺
山
古
墳（
広
野
町
丸
山
）

を
公
開
し
ま
す
。

時
11
月
12
日（
土
）午
前
10
時
～
午
後
3
時　
問

歴
史
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

図
書
館

中
央
図
書
館
　
〒
611
・
0
0
2
3
折
居
台
1
‐
1

　
　
　
　

  

39
・
9
2
5
6
FAX
39
・
9
2
5
7

図
書
館
お
す
す
め
の
本

「
う
ち
の
お
か
あ
ち
ゃ
ん
」

　

小
手
鞠
る
い
／
作　
こ
し
だ
ミ
カ
／
絵

　
偕
成
社

　
う
ち
の
お
か
あ
ち
ゃ
ん
は
目
が
わ
る
い
。
で

も
、
三
味
線
が
上
手
で
、
声
が
大
き
く
て
、
た

く
ま
し
い
。
ひ
と
り
で
ど
こ
へ
で
も
出
か
け
て

い
く
。
作
者
と
目
の
見
え
な
い
母
親
と
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
岡
山
弁
と
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
イ

ラ
ス
ト
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。
お
か
あ
ち
ゃ
ん

の
明
る
く
パ
ワ
フ
ル
な

人
柄
や
、
家
族
と
の
や

り
取
り
に
元
気
を
も
ら

え
る
絵
本
で
す
。

１1
月
の
休
館
日

４
日（
金
）・
７
日（
月
）・
１４
日（
月
）・
２１
日

（
月
）・
２４
日（
木
）・
２８
日（
月
）

11
月
の
お
は
な
し
会

時
所
◎
6
日（
日
）午
後
3
時
半
～
4
時
＝
中
央

図
書
館
◎
13
日（
日
）午
前
11
時
～
11
時
半
＝
東

市
民
い
け
ば
な
展
開
催

時
10
月
15
日（
土
）・
16
日（
日
）午
前
10
時
～
午

後
5
時（
16
日
は
午
後
4
時
ま
で
）　
所
植
物
公

園　
￥
無
料（
入
場
料
・
駐
車
場
代
は
別
途
必

要
）　
問
市
い
け
ば
な
協
会
の
西
岡
さ
ん（

43
・
31

9
0
）

宇
治
市
民
文
化
芸
術
祭
開
催

時
内
◎
10
月
22
日（
土
）・
23
日（
日
）午
前
10
時

～
午
後
5
時（
23
日
は
午
後
4
時
ま
で
）　
所
文

化
セ
ン
タ
ー　
内《
展
示
の
部
》22
日（
土
）・
23

日（
日
）《
舞
台
の
部
》22
日（
土
） 

◎
大
ホ
ー
ル
＝

大
正
琴
・
バ
レ
エ
・
三
曲
◎
小
ホ
ー
ル
＝
日

舞
、
23
日（
日
）◎
大
ホ
ー
ル
＝
洋
舞
◎
小
ホ
ー

ル
＝
吟
詠
・
謡
曲
・
民
謡　
問
市
芸
術
文
化
協

会（

22
・
6
0
7
0〈
火
・
水
・
木
・
金
曜
日

の
午
前
10
時
～
正
午
〉）

伝
統
文
化
の
夢
舞
台 

参
加
者
募
集

時
１１
月
２３
日（
祝
）午
前
１０
時
～
午
後
４
時　
所

け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ（
相
楽
郡
精
華
町
）　
《
募
集

内
容
》①
伝
統
文
化（
吉
原
の
太
刀
振
、
水
口
ば

や
し 

他
）発
表
ス
テ
ー
ジ
の
観
覧
②
伝
統
文
化
・

工
芸（
い
け
ば
な
、
奈
良
筆 

他
）体
験
の
参
加
③

オ
ン
ラ
イ
ン
伝
統
文
化（
講
談
、
落
語 

他
）体
験

学
習
の
参
加　
申
11
月
14
日（
月
）ま
で（
③
は
10

月
17
日〈
月
〉ま
で
）（
必
着
）に
、
郵
送
・
E
メ
ー

ル
で
、「
伝
統
文
化
の
夢
舞
台
」募
集
事
務
局

（
〒
５３０
・
００

４
１
大
阪
市
北
区
天
神
橋
３
‐
６

‐
２６
扇
町
パ
ー
ク
ビ
ル
１
階　

yum
ebutai@

yum
ebutai-2022.com

　

０６
・
４
３
９
１
・
０
１
２
４
）へ
。

※�

詳
し
く
は
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

保
育
希
望
者
は
子
ど
も
の
氏
名
・
年
齢
を
、
10

月
17
日（
月
）～
31
日（
月
）（
必
着
）に
、
電
話
・

フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル
か
同
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
。

	●�

子
ど
も
向
け
講
座
～
本
格
的
な
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
を
体
験
し
よ
う
！
～

　
専
用
機
器
を
使
っ
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

時
所
◎
12
月
26
日（
月
）午
後
2
時
半
～
4
時
＝

広
野
公
民
館
◎
12
月
27
日（
火
）午
前
10
時
～
11

時
半
＝
木
幡
公
民
館
◎
12
月
27
日（
火
）午
後
2

時
半
～
4
時
＝
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　
対
市
内

在
住
・
在
学
の
小
学
４
年
生
～
中
学
生（
重
複

不
可
、
子
ど
も
1
人
に
つ
き
保
護
者
１
人
同
伴

可
）　
定
抽
各
回
10
人　
講
古
島
一

博
さ
ん（
楽
々
電
子
塾
）　
申
10
月

31
日（
月
）ま
で
に
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
専
用
フ
ォ
ー
ム
へ
。

安
全
・
安
心

暴
力
追
放
・
少
年
非
行
防
止

宇
治
市
・
久
御
山
町
住
民
大
会

　
地
域
か
ら
暴
力
と
少
年
非
行
を
追
放
し
よ
う
と

い
う
住
民
意
識
の
高
揚
を
目
指
し
て
開
催
し
ま
す
。

時
１１
月
5
日（
土
）午
後
2
時
～　
所
文
化
セ
ン

タ
ー
小
ホ
ー
ル　
内
少
年
非
行
防
止
や
特
殊
詐

欺
に
関
す
る
講
話 

等　
他
無
料
の
送
迎
バ
ス

あ
り（
要
予
約
・
定
員
あ
り
）　
問
総
務
課

人
権
・
平
和

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
こ
は
た
館

問
同
館（

39
・
9
1
9
9
）

▲���府ホームページ

�

宇
治
ま
な
び
ん
ぐ
フ
ェ
ス
タ

２
０
２
３ 

出
展
者
募
集

　
生
涯
学
習
活
動
の
発
表
や
交
流

の
場
の
他
、
こ
れ
か
ら
何
か
を
始

め
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
の
き
っ
か
け
づ
く
り
の

場
と
し
て
開
催
し
ま
す
。
日
頃
の
活
動
成
果
を
、

み
ん
な
で
共
有
し
ま
せ
ん
か
。

時
5
年
２
月
１8
日（
土
）・
19
日（
日
）い
ず
れ
も
午

前
１０
時
～
午
後
3
時　
対
市
内
で
生
涯
学
習
活
動

を
す
る
グ
ル
ー
プ
・
個
人（
営
利
・
宗
教
・
政
治
活

動
を
除
く
）　
《
出
展
条
件
》◎
全
体
説
明
会（
5
年

１
月
１4
日〈
土
〉午
後
１
時
半
に
開
催
予
定
）へ
の

参
加
◎
出
展
コ
ー
ナ
ー
の
自
主
運
営
や
設
営
・

撤
去
が
出
来
る
こ
と
◎
出
展
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を

提
出
す
る
こ
と　
《
募
集
数
》20
～
30
組
程
度（
多

数
の
場
合
は
、
初
め
て
の
人
・
団
体
を
優
先
）　

《
募
集
内
容
》新
し
い
生
活
様
式
を
実
践
し
な
が

ら
、
日
常
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
を
来
場
者
に

紹
介
し
、
一
緒
に
体
験
す
る
コ
ー
ナ
ー
出
展

（
例
：
各
自
で
設
営
や
当
日
の
運
営
が
出
来
る
工

作
教
室
、
音
楽
や
踊
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
）。　

《
注
意
事
項
》◎
ス
テ
ー
ジ
で
の
発
表
は
行
い
ま
せ

ん
。
◎
物
品
販
売
の
み
の
出
展
は
不
可
。
◎
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
よ

り
、
出
展
内
容
に
よ
っ
て
は
お
断
り
す
る
場
合
あ

り
。　
申
出
展
申
込
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

印
刷
）を
、
11
月
3
日（
祝
）ま
で（
消
印
有
効
）に
、

郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー（
〒
611
・
0
0
2
1
宇
治
琵

琶
45
‐
14　
FAX
39
・
9
5
0
1　

shogaigakushu@
city.uji.

kyoto.jp

）へ
。

▲���市ホームページ

▲���市ホームページ

こ
ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費

生
活・求
人

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
　
談

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史
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産
業・消
費
生
活・求
人

サ
ポ
ス
テ
京
都
南
・
職
業
適
性
診
断

＆
個
別
相
談
会

時
①
10
月
17
日（
月
）②
11
月
21
日（
月
）い
ず
れ

も
午
後
1
時
半
～
5
時　
所
産
業
会
館　
対
15

～
49
歳
で
仕
事
に
就
い
て
い
な
い
人（
学
生
を

除
く
）や
家
族　
定
各
10
人　
内
職
業
適
性
診

断
と
個
別
相
談（
１
人
40
分
程
度
）　
申
①
10
月

15
日（
土
）②
11
月
19
日（
土
）い
ず
れ
も
午
後
5

時
ま
で
に
、
電
話
で
、
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
京
都
南（

54
・
5
3
8
0
）へ
。

府
最
低
賃
金
の
改
定

　
10
月
9
日
か
ら
府
最
低
賃
金
が
時
間
額
968
円

に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
府
最
低
賃
金
は
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
、
府
内
す
べ
て
の
使
用

者
・
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
京
都
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室（

075
・

241
・
3
2
1
5
）、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

宇
治
市
会
社
説
明
会

　
宇
治
で
働
き
た
い
人
の
た

め
の
会
社
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
出
来
ま
す
。

時
11
月
17
日（
木
）午
後
2
時

～
４
時　

所
産
業
会
館　

《
出
展
企
業
》宇
治
第
一
交
通（
株
）、（
株
）大
原

総
合
花
き
市
場
、（
株
）金
森
製
作
所
、（
株
）京

都
現
代
建
設
、（
株
）近
畿
、（
株
）ナ
ン
ゴ
ー
、

平
和
住
宅
建
設（
株
）、（
株
）矢
野
自
動
車
工
業

（
50
音
順
）　
問
産
業
振
興
課

城
南
勤
労
者
福
祉
会
館
・
城
南
地
域

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

１０
・
１１
月
申
し
込
み
の
教
室
・
講
座
に
つ
い

て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.jyonan.ac.jp/

）で
確
認

す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
同
館
・
同
セ
ン
タ
ー（

46
・
0
6
8
8
）

育
成
学
級
指
導
員
・

補
助（
ア
ル
バ
イ
ト
）の
募
集

　
定
員
に
達
す
る
ま
で
随
時
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く

は
こ
ど
も
福
祉
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
巡
回
相
談

時
11
月
15
日（
火
）午
前
10
時

～
午
後
4
時　
所
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー　
対
働
き
た
い
女

性
・
ひ
と
り
親
家
庭
の
人

定
先
5
人　
内
専
門
的
な
知

識
を
持
つ
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
個

別
就
業
相
談（
①
女
性
再
就
職
支
援
コ
ー

ナ
ー
）、
自
立
に
向
け
て
就
業
・
生
活
相
談
、

就
職
活
動
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
の
案
内（
②
ひ

と
り
親
自
立
支
援
コ
ー
ナ
ー
）　
申
11
月
5
日

（
土
）ま
で
に
、
電
話
で
、
①
マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ

カ
フ
ェ（

075
・
692
・
344


5
）、
②
ひ
と
り

親
自
立
支
援
コ
ー
ナ
ー（

075
・
662
・

3773



）へ
。

自
衛
官
の
募
集

《
募
集
種
目
》陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

（
推
薦
・
一
般
）※
資
格
等
詳
し
く
は「
自
衛
隊

京
都
」で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索　
問
宇
治
地

宇
治
図
書
館
◎
16
日（
水
）午
後
3
時
半
～
4
時

＝
西
宇
治
図
書
館　
対
幼
児
～　
内
手
あ
そ

び
、
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
等

11
月
の
お
は
な
し
の
へ
や

時
所
◎
5
日（
土
）午
後
3
時
半
～
4
時
＝
西
宇

治
図
書
館
◎
19
日（
土
）午
後
3
時
半
～
4
時
＝

中
央
図
書
館
◎
２6
日（
土
）午
前
11
時
～
11
時
半

＝
東
宇
治
図
書
館　
内「
お
は
な
し
た
ま
て
ば

こ
」に
よ
る
素
話

中
央
図
書
館

問
同
館

	●
図
書
展
示

「
文
豪
―
美
し
い
日
本
の
名
作
―
」

　
2
0
2
2
年
に
メ
モ
リ
ア
ル
イ
ヤ
ー
を
迎
え

る
文
豪（
川
端
康
成〈
没
後
50
年
〉、
森
鴎
外〈
没

後
１００
年
〉、
松
本
清
張〈
没
後
30
年
〉、
三
浦
綾

子〈
生
誕
１００
年
〉
他
）の
作
品
を
集
め
ま
し
た
。

時
10
月
30
日（
日
）ま
で

	●
中
央
図
書
館
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ー
ク

　
館
内
を
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ら
し
く
装
飾
し
、
期
間

中
の
土
・
日
曜
日
は
一
部
の
職
員
が
仮
装
を
し

ま
す
。

時
10
月
22
日（
土
）～
30
日（
日
）※
休
館
日
を
除
く

	●
講
演
会「
寂
聴
先
生
と
文
学
・
そ
し
て

宇
治
～
源
氏
物
語
に
寄
せ
て
～
」

　
瀬
戸
内
寂
聴
さ
ん
の
一
周
忌
に
あ
た
り
、
豊

か
で
力
強
い
文
学
や
、
宇
治
と
の
深
い
関
わ
り

に
つ
い
て
の
講
演
を
行
い
ま
す
。

時
11
月
20
日（
日
）午
前
10
時
～
11
時
半（
開
場

は
午
前
9
時
45
分
）　
所
中
央
公
民
館　
対
市

図
書
館
の
貸
出
券
を
持
っ
て
い
る
人　
定
抽
70

人
程
度　
講
家
塚
智
子（
源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
館
長
）　
申
往
復
は
が
き
に
、「
講
演
会
参

加
希
望
」、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
図
書

館
貸
出
券
番
号
を（
返
信
用
表
面
に
、
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名
を
）書
き
、
10
月
16
日（
日
）

～
30
日（
日
）（
消
印
有
効
）に
、
同
館
へ
。
１
枚

の
は
が
き
に
つ
き
1
人
ま
で
。

東
宇
治
図
書
館

問
同
館（

39
・
9
1
8
2
）

	●
開
館
30
周
年
記
念
講
演
会

「
東
宇
治
ち
ょ
っ
と
散
策
」

　
東
宇
治
の
豊
か
な
文
化
財
を
テ
ー
マ
に
、
地

域
の
歴
史
と
文
化
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

時
11
月
9
日（
水
）午
後
2
時
～
3
時
半　
所
東

宇
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　
定
先
30
人　

講
𠮷
水
利
明
さ
ん（〈
一
財
〉市
文
化
財
愛
護
協

会
理
事
長
）　
申
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、

10
月
16
日（
日
）か
ら
、
電
話
・
Ｅ
メ
ー
ル（
件

名
に「
講
演
会
申
し
込
み
」）か
同
館
窓
口（

higashiujitosho@
city.uji.kyoto.jp

）へ
。

文
化
セ
ン
タ
ー

〒
611
・
0
0
2
3
折
居
台
1
‐
1

39
・
9
3
3
3
FAX
39
・
9
3
3
9

　
い
ず
れ
も
、
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
出
来
ま
す
。

①
ピ
ア
ノ
マ
ラ
ソ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者
募
集

大
き
な
ホ
ー
ル
で
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア

ノ
を
弾
い
て
み
よ
う

レ
ベ
ル
や
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
、
誰
で
も
出

演
出
来
る
参
加
型
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
プ
ロ
の

ピ
ア
ニ
ス
ト
に
よ
る
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン

や
エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン
演
奏
も
あ
り
ま
す
。

時
1
月
22
日（
日
）　
定
先
40
組　
￥
1
人
千
円
～　

申
申
込
用
紙（
同
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
印
刷
）を
、
12
月
11
日（
日
）（
消
印
有
効
）ま

で
に
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
か
同
セ
ン
タ
ー
窓
口

へ
。
同
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用

フ
ォ
ー
ム
か
ら
も
申
し
込
み
出
来
ま
す
。

②
宇
治
セ
レ
ク
ト
シ
ネ
マ「
と
ん
び
」

時
11
月
12
日（
土
）◎

午
前
10
時
半
～（
開
場

は
午
前
10
時
）◎
午
後

2
時
～（
開
場
は
午
後

1
時
半
）　
所
同
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル　

￥

◎
前
売
券
＝
800
円
◎

当
日
券
＝
千
円　
《
チ

ケ
ッ
ト
は
次
の
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
発
売
中
》文

化
セ
ン
タ
ー
、
市
観
光
セ
ン
タ
ー
、
市
観
光
案

内
所（
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
前
・
近
鉄
大
久
保
駅
構
内

〈
②
の
み
〉）、
市
内
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
宇
治
東
※
文
化
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
購
入
出
来
ま
す
。

③
吉
本
興
業
110
周
年
感
謝
祭

特
選
よ
し
も
と
落
語
の
会
ｉｎ
宇
治

時
12
月
11
日（
日
）午
後

2
時
～（
開
場
は
午
後

1
時
半
）　
所
同
セ
ン

タ
ー
小
ホ
ー
ル　
￥
◎

前
売
券
＝
３
千
円
◎
当

日
券
＝
3
5
0
0
円

（
全
席
指
定
）　
《
出
演

者
》月
亭
八
方
、
桂
小

枝
、
林
家
菊
丸
、
も
り
や
す
バ
ン
バ
ン
ビ
ガ
ロ

他《
チ
ケ
ッ
ト
は
前
記
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
発
売
中
》

域
事
務
所（

44
・
713


9
）

山
城
マ
ル
シ
ェ
in 

J
R
宇
治
駅

時
10
月
18
日（
火
）、
11
月
15
日

（
火
）午
後
4
時
～
6
時
半　
所

同
駅
南
北
通
路　
内
農
家
や
飲

食
店
に
よ
る
新
鮮
で
旬
な
地
元

農
産
物
や
加
工
品
の
直
売　
問

農
林
茶
業
課

催
し

大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー

問
同
セ
ン
タ
ー（

39
・
9
2
8
1
）

	●
こ
ど
も
学
び
の
広
場

コ
ッ
プ
を
遠
く
ま
で
飛
ば
そ
う
！

時
11
月
5
日（
土
）午
後
1
時
半
～
3
時　
対
市
内

在
住
の
小
学
生
～
中
学
生　
定
抽
10
人　
申
10

月
28
日（
金
）ま
で
に
、
電
話
で
、
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

	●
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
を
体
験
し
て
み
よ
う

時
11
月
12
日（
土
）午
後
1
時
～
2
時
半　
対
幼

児（
保
護
者
要
同
伴
）～
中
学
生　
講
ジ
ャ
グ
リ

ン
グ
研
究
会
宇
治
の
皆
さ
ん

	●
秋
の
お
で
か
け
事
業

み
か
ん
狩
り
で
秋
を
楽
し
も
う

時
11
月
27
日（
日
）午
前
8
時
45
分
～
午
後
5
時

※
雨
天
中
止　
所
観
光
農
園
南
楽
園（
堺
市
南

区
）　
対
市
内
在
住
の
小
学
生
～
中
学
生　
定

抽
15
人　

￥
◎
小
学
生
950
円
◎
中
学
生

1
2
0
0
円　

申
10
月
21
日（
金
）～
28
日

（
金
）に
、
電
話
で
、
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

河
原
青
少
年
セ
ン
タ
ー

問
同
セ
ン
タ
ー（

39
・
9
2
7
9
）

©２０２２『とんび』製作委員会

▲���ホームページ

こ
ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費

生
活・求
人

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
　
談

文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費

生
活・求
人

催
し

11 10

記号の説明 時＝日時  所＝場所  対＝対象  定＝定員  抽＝締め切り後抽選  先＝先着で受け付け  内＝内容  講＝講師  ￥＝参加費・受講料   
持＝持ち物  他＝その他  申＝申込方法  問＝問い合わせ先  ※次の場合は記載していません （対だれでも 定なし ￥無料 申不要）

宇治市役所 22-3141（代表）　 FAX 20-8779　〒611-8501（宇治琵琶33） ※誌面上の本市の市外局番（0774）の表記は省略しています。
■気象警報発表時などには、掲載している催しが急きょ中止になる場合があります。 ■各催しの会場への来場には、公共交通機関をご利用ください。

http://www.jyonan.ac.jp/


紅
葉
フ
ェ
ス
タ

　

秋
の
植
物
を
使
っ

た
遊
び
や
ク
ラ
フ
ト

体
験
、
ク
イ
ズ
な
ど

子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
楽
し
め
る
催
し
を
行
い
ま
す
。

時
11
月
12
日（
土
）～
27
日（
日
）　
《
紅
葉
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
》時
11
月
19
日（
土
）・
20
日（
日
）・

23
日（
祝
）・
26
日（
土
）・
27
日（
日
）午
後
7
時

ま
で
開
園（
入
園
は
午
後
6
時
半
ま
で
）　
￥
要

入
園
料（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
っ
て
要
材
料

費
）※
11
月
23
日（
祝
）は「
関
西
文
化
の
日
」で

終
日（
午
前
9
時
～
午
後
7
時
）入
園
無
料

10
月
・
11
月
の
展
示
会

	●
菊
花
展

　
一
般
公
募
し
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
菊
の

種
類
や
菊
と
日
本
文
化
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
展

示
も
あ
り
ま
す
。

時
10
月
20
日（
木
）～
11
月
13
日（
日
）

	●
サ
ボ
テ
ン
・
多
肉
植
物
展　
秋

　
ア
ガ
ベ
、
ガ
ス
テ
リ
ア
、
リ
ト
ー
プ
ス
な
ど

の
多
肉
植
物
の
仲
間
お
よ
び
サ
ボ
テ
ン
鉢
を
約

150
鉢
を
展
示
し
ま
す
。
期
間
中
は
、
即
売
も
あ

り
ま
す
。　
時
11
月
3
日（
祝
）～
6
日（
日
）

11
月
・
12
月
の
講
習
会

申
開
催
日
の
1
カ
月
前
か
ら
、
電
話
か
同
園
窓
口
へ
。

	●
デ
ジ
カ
メ
で
秋
を
写
し
ま
し
ょ
う

時
11
月
18
日（
金
）午
前
9
時
半
～
正
午　
定
先

30
人

	●
園
芸
の
基
礎
を
学
ぼ
う
④
用
土
と
防
寒

時
11
月
20
日（
日
）午
後
1
時
半
～
3
時
半　
定

先
20
人　
￥
100
円

	●
ま
ん
ま
る
ボ
ー
ル
の
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り

　
ハ
ー
ブ
と
針
葉
樹
の
香
り
が
す
る
球
型
の
か

わ
い
い
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
を
作
り
ま
す
。

時
12
月
4
日（
日
）午
後
1
時
半
～
3
時　
定
先

30
人　
￥
1
5
0
0
円

見
頃
の
植
物

《
園
内
》バ
ラ
、
宿
根
サ
ル
ビ
ア
類
、
ラ
ベ
ン
ナ

グ
ラ
ス
、
コ
ス
モ
ス 

等

《
温
室
》ネ
リ
ネ
、
ア
ナ
ナ
ス
類
、
洋
ラ
ン
類
、

デ
ィ
コ
リ
サ
ン
ド
ラ 

等

住
ま
い・環
境・資
源

天
ケ
瀬
墓
地
公
園 

墓
所
使
用
者
の
募
集

《
資
格
・
条
件
》市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
使
用

許
可
後
5
年
以
内
に
お
墓
を
設
置
出
来
、
使
用

料
と
墓
園
管
理
料
を
納
入
期
限
ま
で
に
納
入
出

来
る
人（
既
に
同
公
園
の
墓
所
を
使
用
し
て
い

る
人
と
同
一
世
帯
の
人
は
応
募
不
可
）

《
募
集
区
画
数
・
使
用
料
・
年
間
管
理
料
》◎
2

平
方
メ
ー
ト
ル
墓
所
＝
14
区
画（
使
用
料
50
万

円
・
年
間
管
理
料
4
千
円
）◎
3
平
方
メ
ー
ト

ル
墓
所
＝
2
区
画（
使
用
料
75
万
円
・
年
間
管

理
料
6
千
円
）◎
4
平
方
メ
ー
ト
ル
墓
所
＝
4

区
画（
使
用
料
100
万
円
・
年
間
管
理
料
8
千
円
）

申
所
定
の
申
込
書
を
、
10
月
15
日（
土
）～
31
日

（
月
）（
消
印
有
効
）に
、
郵
送
か
同
公
園
管
理
事

務
所
窓
口（
〒
611
・
0
0
2
1 

宇
治
金
井
戸
7

‐
44
）へ
。
申
込
書
は
、
同
公
園
管
理
事
務
所

で
10
月
15
日（
土
）か
ら
、
環
境
企
画
課
で
10
月

17
日（
月
）か
ら
配
布
し
ま
す
。

《
使
用
者
と
区
画
の
決
定
》抽
選
で
決
定
し
、
結

果
は
応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。
ま
た
、
当

	●
カ
メ
レ
オ
ン
・
パ
ニ
ッ
ク
2022




時
10
月
22
日（
土
）午
前
9
時
～
午
後
1
時
※
雨

天
中
止　

内
和
太
鼓
演
奏
、
手
作
り
コ
ー

ナ
ー
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど

健
康
増
進「
歩
こ
う
会
」

時
11
月
20
日（
日
）午
前
9
時
～
午
後
4
時　
所

◎
集
合
＝
近
鉄
大
久
保
駅
◎
行
先
＝
天
王
山

（
乙
訓
郡
大
山
崎
町
）　
対
小
学
生
以
上（
小
学

生
は
保
護
者
要
同
伴
）　
定
先
30
人　
￥
500
円

（
小
学
生
は
250
円
）　
持
昼
食
、
お
茶
、
タ
オ

ル
、
敷
き
物
な
ど　
申
10
月
16
日（
日
）か
ら
、

参
加
費
を
添
え
て
、
南
宇
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
窓
口
へ
。　
問
同
セ
ン
タ
ー（

39
・

9
1
8
5
）

京
都
大
学
た
そ
が
れ
コ
ン
サ
ー
ト

時
11
月
29
日（
火
）午
後
6
時
～
8
時（
開
場
は

午
後
5
時
）　
所
京
都
大
学
宇
治
お
う
ば
く
プ

ラ
ザ 

き
は
だ
ホ
ー
ル（
五
ケ
庄
）　
定
先
300
人　

《
出
演
》京
都
大
学
音
楽
研
究
会
器
楽
部　
問
同

大
学
宇
治
地
区
事
務
部（

38
・
43

8
4
）

黄
檗
公
園

問
同
公
園（

39
・
9
2
4
9
）

	●�

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
も
う
！

時
10
月
30
日（
日
）、
11
月
3
日（
祝
）・
13
日

（
日
）・
20
日（
日
）・
27
日（
日
）い
ず
れ
も
午
前

10
時
～
正
午　
対
１８
歳
以
上　
定
先
10
人　
講

田
中
悟
志
さ
ん（JN

FA

公
認
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）　
￥
3
千
円（
3
回
分
）～

（
ビ
ジ
タ
ー
料
金
有
り
）　
持
上
履
き
、
ポ
ー
ル

（
レ
ン
タ
ル
有
り
）、
飲
料
水　
申
10
月
16
日

（
日
）～
29
日（
土
）に
、
電
話
で
、
同
公
園
へ
。

	●
芝
生
でYO

G
A

時
11
月
26
日（
土
）午
前
10
時
～
11
時
半　
対
18

歳
以
上　
定
先
15
人　
講
曾
根
明
子
さ
ん（
呼
吸

ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）　
￥
800
円　
持
ヨ
ガ

マ
ッ
ト（
レ
ン
タ
ル
有
り
）　
申
10
月
16
日（
日
）

～
11
月
25
日（
金
）に
、
電
話
で
、
同
公
園
へ
。

西
宇
治
公
園

問
同
公
園（

39
・
9
2
5
1
）

	●
木
曜
さ
わ
や
か
ス
ト
レ
ッ
チ

時
11
月
10
日（
木
）・
24
日（
木
）午
前
9
時
半
～

10
時
10
分　
定
先
30
人　

￥
1
回
300
円（
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
利
用
の
人
は
１
回
１００
円
）

	●
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
交
流
大
会

時
11
月
20
日（
日
）午
前
9
時
～
午
後
5
時　
対

小
学
4
年
生
以
上　
定
30
チ
ー
ム（
1
チ
ー
ム

6
人
ま
で
）　
￥
1
チ
ー
ム
1
5
0
0
円　
申

10
月
30
日（
日
）か
ら
、
同
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

専
用
フ
ォ
ー
ム
か
同
公
園
窓
口
へ
。

	●�

春
ま
で
楽
し
め
る
冬
の
寄
せ
植
え
講
習
会

時
11
月
27
日（
日
）午
前
10
時
～
正
午　
定
先
10

人　
￥
2
千
円（
材
料
費
等
）　
申
11
月
2
日

（
水
）午
前
9
時
か
ら
、
同
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

専
用
フ
ォ
ー
ム
・
電
話
で
、
同
公
園
へ
。

	●
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
講
習
会

時
12
月
11
日（
日
）午
前
10
時
～
正
午　
定
先
10

人　
￥
1
5
0
0
円（
材
料
費
等
）　
申
11
月

16
日（
水
）午
前
9
時
か
ら
、
同
公
園
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
専
用
フ
ォ
ー
ム
・
電
話
で
、
同
公
園
へ
。

宇
治
み
ど
り
の
学
校

	●
観
察
会「
樹
木
を
知
ろ
う
」

　
植
物
公
園
内
の
紅
葉
し
て
い
る
樹
木
を
中
心

に
、
名
前
の
由
来
、
樹
木
の
特
徴
、
樹
木
に
ま

つ
わ
る
歴
史
・
文
化
な
ど
を
講
師
の
解
説
を
聞

選
番
号
を
同
公
園
管
理
事
務
所
と
環
境
企
画
課

に
掲
示
し
ま
す
。

問
同
公
園
管
理
事
務
所（

39
・
9
2
0
5
）

公
共
下
水
道
の
処
理
区
域
が
拡
大

　
8
月
26
日
か
ら
新
た
に
使
え
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
次
の
地
域
の
一
部
で
す
。
公
共
下
水
道

が
使
え
る
地
域
の
人
は
、
出
来
る
限
り
早
く
接

続
工
事
を
し
て
く
だ
さ
い
。

《
東
宇
治
処
理
区
》莵
道
車
田　
《
洛
南
処
理
区
》

宇
治
大
谷
・
蔭
山
、
天
神
台
二
丁
目
、
小
倉
町

西
山
、
伊
勢
田
町
遊
田
、
広
野
町
一
里
山

問
下
水
道
管
理
課

そ
の
他

地
域
社
会
貢
献
者
表
彰
の
推
薦
の

受
け
付
け

《
表
彰
の
対
象
》次
の
い
ず
れ
か
を
満
た
し
た
、

市
内
で
活
動
す
る
個
人
か
団
体
◎
救
助
活
動
・

復
旧
活
動
に
尽
力
し
た
人
・
団
体
◎
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
向
上
や
地
域
の
発
展
・
ま
ち
づ

く
り
、
事
故
防
止
、
生
活
環
境
の
向
上
、
青
少

年
の
育
成
・
指
導
、
社
会
福
祉
の
推
進
、
自
然

環
境
の
保
護
、
市
民
文
化
の
振
興
・
文
化
財
保

護
、
国
際
交
流
等
の
活
動
に
永
年
尽
力
し
て
い

る
、
ま
た
は
活
動
の
功
績
が
特
に
優
れ
て
い
る

と
市
長
が
認
め
た
人
・
団
体

※�「
永
年
」と
は
原
則
、
20
歳
以
上
の
人
は
同
一

の
地
域
活
動
を
通
じ
て
通
算
で
10
年
以
上
、

20
歳
未
満
の
人
は
引
き
続
き
５
年
以
上
と
し

ま
す
。
な
お
、
70
歳
以
上
の
人
は
異
な
る
地

域
活
動
を
通
算
で
10
年
以
上
行
っ
て
い
る
場

合
も
対
象
と
し
ま
す
。

き
な
が
ら
観
察
し
、
樹
木
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

時
11
月
19
日（
土
）①
午
後
2
時
半
～
3
時
15
分

②
午
後
3
時
半
～
4
時
15
分
※
同
内
容
を
2
回

実
施
。
雨
天
決
行　
所
植
物
公
園　
対
小
学
生

以
上（
小
学
3
年
生
以
下
は
保
護
者
要
同
伴
。

保
護
者
１
人
に
つ
き
小
学
生
1
人
ま
で
）　
定

抽
各
20
人　
講
三
浦
豊
さ
ん（
森
の
案
内
人
、

庭
師
）　
￥
５００
円
。
別
途
入
園
料
・
駐
車
料
金

が
必
要　
持
水
筒
、
筆
記
用
具
、
雨
具（
レ
イ

ン
コ
ー
ト
か
合
羽
。
傘
は
不
可
）　
申
11
月
4

日（
金
）ま
で（
消
印
有
効
）に
、
参
加
希
望
時

間
、
参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
、
小
学
生
は
学
年
を
、
往
復
は
が
き（
返
信

用
表
面
に
返
信
先
を
記
入
）ま
た
は
公
園
公
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
専
用
フ
ォ
ー
ム
で
、
同
公
社

（
〒
611
・
0
0
31

広
野
町
八
軒
屋
谷
25
‐
1　

39
・
9
3
9
3
）へ
。

植
物
公
園

〒
611
・
0
0
3
1
広
野
町
八
軒
屋
谷
25
‐
1

39
・
9
3
8
7
FAX
39
・
9
3
8
8

　
詳
し
く
は
同
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
出

来
ま
す
。
展
示
会
・
講
習
会
等
に
は
入
園
料
が

必
要
で
す
。
毎
週
土
曜
日
は
市
内
の
小
・
中
学

生
の
入
園
は
無
料
で
す
。

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
2
0
2
2

　

開
催
日
は
入
園
無
料
で

す
。
期
間
中
は
開
園
時
間
を

午
後
7
時
ま
で
延
長
し
ま
す

（
入
園
は
午
後
6
時
半
ま

で
）。

時
10
月
29
日（
土
）・
30
日

（
日
）　
￥
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
っ
て
要
材
料

費

こ
ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費

生
活・求
人

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
　
談

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

13 12
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《
推
薦
方
法
》所
定
の
推
薦
書
に
、
活
動
の
内
容

等
が
分
か
る
資
料
を
添
え
、
10
月
17
日（
月
）～

11
月
17
日（
木
）に
、
市
民
協
働
推
進
課
窓
口
へ
。

※�
詳
し
く
は
、
要
綱
等
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
推
薦
書
等
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印

刷
も
出
来
ま
す
。

「
税
を
考
え
る
週
間
」絵
画
展

　
同
週
間
に
合
わ
せ
て「
税
金
で
つ
く
ら
れ
て

い
る
も
の
」を
テ
ー
マ
に
小
学
生
の
絵
画
展
を

行
い
ま
す
。

時
11
月
11
日（
金
）～
17
日（
木
）※
土
・
日
曜
日

を
除
く　
所
市
役
所
2
階
エ
ス
カ
レ
ー
タ
前　

問
市
民
税
課

宇
治
川
橋
梁
ウ
ォ
ー
ク

ＪＲ
奈
良
線
高
速
化
・
複
線
化

第
二
期
事
業
開
業
記
念

　
宇
治
川
に
新
た
に
架
橋
さ
れ
た
橋
梁
を
歩
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

時
11
月
20
日（
日
）午
前
11
時
～
午
後
4
時
※
雨

天
中
止　
所
Ｊ
Ｒ
奈
良
線 

宇
治
川
橋
梁（
右

岸
・
京
阪
宇
治
駅
側
）　
対
小
学
生
以
上（
小
学

生
は
保
護
者
要
同
伴
）※
バ
リ
ア
フ
リ
ー
非
対

応　
定
先
150
人（
10
分
毎
に
5
人
）　
申
当
日
、

同
日
に
開
催
中
の「
全
国
お
茶
ま
つ
り
京
都
大

会
」総
合
受
付
横（
お
茶
と
宇
治
の
ま
ち
歴
史
公

園
）へ
。　
問
交
通
政
策
課

審
議
会
等
の
傍
聴

　
関
連
資
料
は
当
日
、
市
役
所
1
階
行
政
資
料

コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧
出
来
ま
す
。

環
境
保
全
審
議
会

10月16日～12月15日のし尿収集日程 城南衛生管理組合　 075-631-5171
収集漏れは収集口側から確認し翌日（土・日・祝日を除く）に上記組合へ　

笠取・炭山
10/27,11/18,12/12 炭山（吹越除く） 10/28,11/21,12/13 池尾、炭山（吹越のみ）
11/7・29 笠取、二尾

六地蔵 10/25,11/16,12/8 六地蔵(ＪＲ以西) 11/2・25 六地蔵(ＪＲ以東)
木　幡 10/25,11/16,12/8 木幡（ＪＲ以西） 11/2・25 木幡（ＪＲ以東）

五ケ庄

10/24,11/15,12/7 北ノ庄、古川、寺界道、大林、谷前、野添、芝ノ東（ＪＲ以西）、西浦（ＪＲ以西）、新開（JR以西）、平野（ＪＲ以西）、折坂（Ｊ
Ｒ以西）､ 福角(ＪＲ以西）

10/25,11/16,12/8 壇ノ東 11/2・25 芝ノ東（ＪＲ以東）
10/26,11/17,12/9 日皆田、岡本、上村、一里塚、戸ノ内、瓦塚、梅林
11/1・24,12/15 一番割、二番割、三番割、福角（ＪＲ以東）、折坂（ＪＲ以東）、平野（ＪＲ以東）、新開（ＪＲ以東）、西浦（ＪＲ以東）、広岡谷

莵　道
10/28,11/21,12/13 大垣内、荒槇、田中（ＪＲ以東）
10/31,11/22,12/14 西中、東中、段ノ上、大谷、河原、只川、池山、妙見、岡谷、門前、中筋、谷下り（ＪＲ以東）
11/1・24,12/15 丸山、田中（ＪＲ以西）、谷下り（ＪＲ以西）、出口、藪里、車田、平町（京滋バイパス以南）、森本、西隼上り、東隼上り

宇　治・
白　川・
志津川　

10/31,11/22,12/14 志津川 10/28,11/21,12/13 東内、又振、紅斉、山田、乙方、山本

10/19,11/10,12/2 白川、金井戸、蛇塚 10/20,11/11,12/5 野神、大谷（権現町除く）、蔭山、御廟、半白、
樋ノ尻

10/21,11/14,12/6 壱番、弐番、天神、池森、米阪、矢落、若森、宇文字、戸ノ内
10/24,11/15,12/7 琵琶、善法、東山、大谷（権現町のみ）、下居、里尻（ＪＲ以北）、小桜
10/25,11/16,12/8 妙楽、里尻（ＪＲ以南）、蓮華、塔川

神　明・
開　町・
羽拍子町

11/1・24,12/15 宮北（63 ～ 70番地）、開町 10/17,11/8・30 宮東、宮西、羽拍子町
10/18,11/9,12/1 宮北（63 ～ 70番地を除く）、石塚

広野町

10/28,11/21,12/13 茶屋裏、寺山（ＪＲ以西）、西裏、東裏（ＪＲ以西）、桐生谷（ＪＲ以西）
11/1・24,12/15 一里山、桐生谷（ＪＲ以東）、東裏（ＪＲ以東） 10/31,11/22,12/14 寺山（ＪＲ以東）、尖山、宮谷
11/2・25 大開 11/4・28 小根尾、風呂垣外
11/7・29 丸山、中島

大久保町 10/28,11/21,12/13 大久保町（｢久保（ＪＲ以東）｣除く） 10/31,11/22,12/14 久保（ＪＲ以東）

槇島町

10/26,11/17,12/9 清水、千足、三十五 10/27,11/18,12/12 二十四、十八、十六、目川、本屋敷、十一、
落合、西鴫沢

10/28,11/21,12/13 中川原、一ノ坪、吹前、石橋、大町、郡、島前、五才田、一町田、月夜、外
10/31,11/22,12/14 南落合、大川原 10/24,11/15,12/7 薗場
10/25,11/16,12/8 大幡、北内、門口、幡貫

小倉町
10/31,11/22,12/14 新田島、春日森、蓮池、堀池 11/1・24,12/15 南浦、南堀池、西浦、神楽田（近鉄以西）
11/2・25 老ノ木、寺内、天王、久保 11/7・29 山際、神楽田（近鉄以東）、西山
10/19,11/10,12/2 東山、西畑、中畑、奥畑

伊勢田町・
安田町

10/31,11/22,12/14 中遊田、西遊田、安田町 11/7・29 北山、若林、大谷
11/4・28 遊田、砂田、浮面、中ノ田、毛語、井尻、名木、中荒、新中ノ荒、ウトロ、南山
10/17,11/8・30 中山

納期限
11月の行事予定等 納期限

●10月31日	 介護保険料第5期納期限
		  後期高齢者医療保険料第4期納期限
		  国民健康保険料第5期納期限
		  市・府民税第3期納期限

●9日	 秋の火災予防運動（～ 15日）
　　　　　「お出かけは マスク戸締り 火の用心」
●20日	 家族の日（13日～ 26日「家族の週間」）
※�この他、来月の行事の一部は市政だよりに掲載しています。

時
10
月
21
日（
金
）午
前
10
時
～　
所
う
じ
安
心

館　
内
市
の
環
境
施
策
に
つ
い
て
の
報
告
等　

定
先
5
人　
申
当
日
、
午
前
9
時
半
～
9
時
50

分
に
開
催
場
所
受
付
へ
。　
問
環
境
企
画
課

都
市
計
画
審
議
会

時
11
月
14
日（
月
）午
後
3
時
～　
所
議
会
棟
第

3
委
員
会
室　
内
宇
治
都
市
計
画
地
区
計
画

（
石
橋
地
区
）の
変
更
に
つ
い
て
他　
定
先
10
人　

申
当
日
、
午
後
2
時
半
～
2
時
50
分
に
開
催
場

所
受
付
へ
。　
問
都
市
計
画
課

生
涯
学
習
審
議
会

時
11
月
18
日（
金
）午
後
2
時
～　
所
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー　
内
生
涯
学
習
の
振
興
に
関
す
る
事

項
に
つ
い
て　
定
先
5
人　
申
当
日
、
午
後
1

時
半
～
1
時
50
分
に
開
催
場
所
受
付
へ
。　
問

生
涯
学
習
課

相
談

	●�

身
体
障
害
者
相
談
員
・
知
的
障
害
者
相

談
員
に
よ
る
相
談
会

　
障
害
の
あ
る
相
談
員
が
、
経
験
を
活
か
し
て

相
談
に
応
じ
ま
す
。

時
11
月
21
日（
月
）午
前
10
時
～
午
後
3
時　
所

東
宇
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　
問
障
害
福

祉
課

	●
行
政
相
談

時
11
月
17
日（
木
）午
後
1
時
～
4
時　
所
市
役

所
1
階
101
会
議
室　
問
市
民
協
働
推
進
課
市
民

相
談
係

	●
出
張
が
ん
個
別
相
談

　
保
健
師
ま
た
は
看
護
師
に
、
が
ん
に
関
す
る

相
談
が
出
来
ま
す
。　

時
11
月
8
日（
火
）午
後
1
時
半
～
3
時
半　
所

山
城
北
保
健
所（
宇
治
若
森
）　
他
府
が
ん
総
合

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
電
話
及
び
対
面
相

談
を
、
平
日
の
午
前
9
時
～
正
午
、
午
後
1
時

～
4
時
に
実
施
し
て
い
ま
す
。　
申
実
施
日
の

前
日
午
後
4
時
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー（

0
1
2
0
・
078
・
394
）へ
。

	●
税
理
士
に
よ
る
税
務
相
談
セ
ン
タ
ー
の

　
開
設

時
11
月
15
日（
火
）午
後
１
時
半
～
４
時
半　
所

市
役
所
1
階
101
会
議
室　
対
税
理
士
ま
た
は
税

理
士
法
人
が
関
与
し
て
い
な
い
納
税
者
。
税
目

は
不
問
。　
定
先
6
人（
1
人
30
分
、
予
約
制
）　

申
近
畿
税
理
士
会
宇
治
支
部
事
務
局（

64
・

6
6
5
0
）

	●
人
権
相
談

時
11
月
10
日（
木
）午
前
10
時
～
午
後
3
時　
所

市
役
所
4
階
402
会
議
室　
問
人
権
啓
発
課

	●�

就
労
相
談（
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
京
都
南
）

時
11
月
7
日（
月
）・
２1
日（
月
）い
ず
れ
も
午
前

9
時
～
11
時
半（
要
予
約
）　
所
市
役
所
1
階
市

民
交
流
ロ
ビ
ー　
申
開
催
日
の
3
日
前
ま
で

に
、
電
話
で
、
産
業
振
興
課
へ
。　
問
地
域
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
京
都
南（

54
・

5
3
8
0
）

献
血

問
健
康
づ
く
り
推
進
課

◎
時
11
月
10
日（
木
）午
前
10
時
～
午
後
0
時

半
、
午
後
1
時
半
～
4
時　
所
う
じ
安
心
館

こ
ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費

生
活・求
人

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
　
談

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
談

税・年
金・

保
険

15 14

記号の説明 時＝日時  所＝場所  対＝対象  定＝定員  抽＝締め切り後抽選  先＝先着で受け付け  内＝内容  講＝講師  ￥＝参加費・受講料   
持＝持ち物  他＝その他  申＝申込方法  問＝問い合わせ先  ※次の場合は記載していません （対だれでも 定なし ￥無料 申不要）

宇治市役所 22-3141（代表）　 FAX 20-8779　〒611-8501（宇治琵琶33） ※誌面上の本市の市外局番（0774）の表記は省略しています。
■気象警報発表時などには、掲載している催しが急きょ中止になる場合があります。 ■各催しの会場への来場には、公共交通機関をご利用ください。



広
報 う
じ

宇
治

市
政

だ
よ

り
が

届
か

な
い

と
き

は
、配

布
委

託
先

 （
株

）
ダ

イ
コ

ク
072-893-9000

へ

グ
リ
ー
ン
購
入
法
の
基
準
を
満
た
す
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

見
や
す
く
、読
み
間
違
え
の
少
な
い
フ
ォ
ン
ト

	
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。

ご意見・ご感想は、はがき、ファクス、メールで
随時受付をしています。
秘書広報課あて obokoho@city.uji.kyoto.jp

右の二次元コードを読みとって、
市ホームページからも
回答出来ます。

市政だよりへのご意見・ご感想をお寄せください［ 発 行 ］ 宇治市　　［ 編 集 ］ 秘書広報課広報係
〒611-8501 宇治市宇治琵琶 33　 0774-22-3141（代表）　FAX0774-20-8779

宇治市 
ホームページ
https://www.city.uji.kyoto.jp/

手続きなど各種問い合わせは、市
ホームページで「ちはや姫（ＡＩ
チャットボット）」が 365 日 24 時
間お答えします♪

広報ＳＮＳ 
  

各ＳＮＳの詳細は二次元コードか
ら確認出来ます。

先日、以前に魚介類を買っても
らったと名乗る業者から、「商品を
特別価格で販売するので代引き
で買ってほしい。」と電話があり同意
したが、この業者から商品を買った
ことがないことに気付きました。
断りたいが、業者名も連絡先もわ
かりません。

　
「
全
国
お
茶
ま
つ
り
」は
、
茶
の
生
産
技
術
の
向

上
と
消
費
拡
大
、
茶
業
の
発
展
の
た
め
に
、
毎

年
、
全
国
の
茶
業
関
係
者
の
総
力
を
結
集
し
て
開

催
さ
れ
て
お
り
、
今
年
は
9
年
ぶ
り
に
宇
治
市
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
８
月
に
は
、
全
国
お

茶
ま
つ
り
の
主
要
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る「
全
国
茶

品
評
会
審
査
会
」が
開

催
さ
れ
、
生
産
者
が
丹

精
込
め
て
生
産
し
た
茶

の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。「
て
ん
茶
の
部
」で

は
、
宇
治
市
の
茶
生
産

農
家
で
あ
る
辻 

喜
代

治
さ
ん
が
見
事
１
等
１

席
、
農
林
水
産
大
臣
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
優
秀
な
成
績

を
収
め
た
市
町
村
に
贈

ら
れ
る「
産
地
賞
」を
宇

治
市
が
受
賞
し
、
宇
治

市
で
生
産
さ
れ
て
い
る
宇
治
茶
が
、
全
国
で
名
声

を
博
し
、
高
い
品
質
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
11
月
19
日（
土
）に
宇
治
市
文
化
セ
ン

タ
ー
に
て
褒
賞
授
与
式
が
開
催
さ
れ
、
農
林
水
産

大
臣
賞
を
は
じ
め
と
す
る
各
賞
の
授
与
が
行
わ
れ

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
11
月
19
日（
土
）・
20
日（
日
）に
は
、

「
宇
治
茶
の
魅
力
発
信
イ
ベ
ン
ト
」が
宇
治
市
内
で

開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
内
容
は
決
ま

り
次
第
、
市
政
だ
よ
り
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
農
林
茶
業
課（

農
林
茶
業
課（

20
・・
8
7
2
3

8
7
2
3
））

宇
治
市
政
だ
よ
り
10月

15日
号

令
和

4年（
2022年

）10月
15日

発
行

 第
1898号

「魚介類の電話勧誘販売にご注意を！」
問消費生活センター（ 20-8796）20-8796）

こんなときどうする？
消費生活を中心にトラブルを紹介

Q

　最近、魚介類の電話勧誘販売についての相談が増えていま
す。後で断ろうとして業者の電話番号に折り返し電話しても繋
がらない、届いた商品を確認すると値段相当とは思えない質の
悪い商品だった、また、電話勧誘を受けた際に購入を断っても後
日商品が届くなど、送り付けの事例もみられます。
　この契約は電話勧誘販売なので、クーリングオフが可能です。
この事例のような時や、商品を強引に送り付けられた場合は、商
品が届いた時に宅配業者に事情を話して受取拒否をしてくださ
い。その時に、宅配便の送り状に書いてある業者名・住所・電話
番号をメモするか、送り状の写真を撮り、クーリングオフ通知を
出しましょう。
　クーリングオフ通知の書き方が分からない時は消費生活セン
ターへご相談ください。

Ａ

「
第
76
回
全
国
お
茶
ま
つ
り
京
都
大
会
」

お茶のまち・宇治
～
京
都
か
ら
日
本
茶
・

            

宇
治
茶
の
魅
力
を
発
信
～全国茶品評会 審査会の様子農林水産大臣賞を受賞された

辻 喜代治 さん

02 0303

あなたも簡単な手話を覚えてみませんか。
●●かんたん 話入門

梨

01

ぶどう

丸めた左手５指の指先に右
手人差し指をあて、はね上
げる（実についている軸の
形を表現）

グーにした右手を、顎を
こするように２回下す。

「秋の果物」

（ 21-0419 21-0419 FAX 22-7117）問障害福祉課 

　秋は、食欲の秋といわれるほど、野菜や魚・
果物など美味しい物がたくさんありますね。
今回は秋を代表する果物の手話を紹介します。

共生

歴史お茶

栗

パーにした左掌に軽くすぼめた右手
の指をあて、開いたりすぼめたりし
ながら下げる（ぶどうの房を表現）

各課からのコラムをご紹介！

https://www.city.uji.kyoto.jp/
https://www.city.uji.kyoto.jp/soshiki/3/32796.html
https://www.city.uji.kyoto.jp/soshiki/3/6841.html



